
















































































































布団 [gabudoq]､上着 [uwagi]､爪切り [S-tlmekfiri]など)が数多く残されている｡



















話者 生年 性別 日本語学習歴* 戦前の職歴
4M 1927 男 普通学校 (6年).中学校 (5年) -
6W 1928 女 国民学校 (6年).小学校高等科 (2年) バス会社 (3年)
2M 1928 女 尋常小学校 (6年).高等女学校 (4年) -
lM 1920 女 普通学校 (6年ト 家政女学校 (3年) -
3W 1926 男 普通学校 (6年) 電力会社 (2年)
5P 1926 女 国民学校 (6年) -
7P 1927 女 国民学校 (6年) -


















































話者形式 4M -6W 2M 1M 3W 5P 7P 8P 計中 若 中 若 中 若 中 若
ン 1 4 1 1(i) 1 1(i) 2 ll
ナイ 5 7 3 10 33 23 23 16 19 10 ll 6 166
ナイデ 1 4 2 2 1 2 1 13
ナクテ 1 3 3 1(ji主) 8
コ卜ナイ 1 4 1 1 7 2 16
ンジヤナイ(確認要求) 2(i､.) 2
ンジヤナイ(否定) 2 4(～,) 6
ジヤナイ(確認要求) 1 2 3
ジヤナイ(否定)
ン+デス 6 3 1 10
ナイデス 1 1 16 ll 2 10 1 7 4 5 4 6 68






































リマセン (8例)､デキマセン (5例)､シマセン (5例)､スミマセン (3例)｣などの
ような､特定の動詞と結びついた慣用的定型表現がほとんどである (38例中35例)0
(b)ナイデス



































また､表には入れていないが､話者6W ･7Pでは ｢イマセンデス ･ワカリマセンデス｣
のような二重敬語のマセンデスが1例ずつ見られる (7)(8)｡話者8Pにも､｢ワカリマセ























話者形式 4M 壬6W 2M lM 3W 5P 7P l8P 計中 若 中 若 中 若 中 若
クナイ 1 3 1 2 1 3 1 6(i) 1 1 20
ジヤナイ(確認要求) 3(i) 1 1 1 6
ジヤナイ(否定) 1 1
































話者形式 4M 6W 2M lM 3W 5P 7P 8P 計中 若 中 若 申 著 中 若
ナ形容詞+ジヤナイ(確認要求 1 1 2
ナ形容詞+ジヤナイ(否定) 1 8(i) 1 1 1 1 13
名詞+ジヤナイ(確認要求) 1 2 3 1 1 1 9






















形式 4M 6W 2M lM 3W 5P 7P 8P
動詞+ナイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ~○
動詞+ナイデス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
動詞+マセン × ○ ○ ○ × × ◎ ○
イ形容詞+クナイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
ナ形容詞+ジヤナイ ○ ◎ × ○ ○ × × ○
名詞+ジヤナイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
形式 4M 6W 2M 1M 3W 5P 7P 8P
動詞+ン ◎ ○ △ ○ △ × ○ ×
動詞+ンデス ◎ ○ × × × × × ×
(C)非標準形
形式 4M 6W 2M lM 3W 5P 7P 8P
動詞+ジヤナイ × × × ○ ◎ × × ×
動詞+コトナイ ○ × × ○ ○ ◎ × ×
動詞+ナイデ × ○ × × × × ○ ×
動詞+イカナイ (禁止) × × × × × × ◎ ×
動詞+マセンデス × ○ × × × × ○ ◎
イ形容詞+ジヤナイ × ◎ × × × × × ×
イ形容詞+コトナイ × × × × ◎ × × ×
イ形容詞+クナイデ × ◎ × >く × × ◎ ×
ナ形容詞+クナイ × × × 〉く ◎ × ◎ ×
ナ形容詞+ジヤナイデ × ◎ × × × × × ×
確認された形式の種類数 1 5 2 4 1 5 1

































表6 動詞のタイプ別使用状況 (韓国 ･台湾 ･在日高年層)
133
忘で 五段動詞 一段 .サ変 .カ変動詞韓国 台 湾 在日 韓国 台湾 在日
ン ll(10) 252(54) 111(44) -(o) -( o) 42(48)











































































話者節 4M㊨ 6W㊨ 2M 1M㊨ 3W 5P 7P㊨ 8P中 若 中 若 中 若 車 若
主節 普通体 1 12(3) 2 2 25(1)16 16 24 20 1 10(2) 4丁寧体 8 3 24 12 5 9 1 10 7 23 4 16
丁寧体出現率 89 20 92 86 17 36 6 29 26 96 29 80
従属節 普通体 8(1)4(1)13(1) 8 15 13 9 6 5 9 4 2













































∴分 丁~ ス 忠 行 使 莱 オ 行 坐 入 ヤ 三土日冗 飲カ 辛 ノレ レ ク ウ ノレ ノレ カ マ ノレ ノレ ム ムノレ ノレ ノレ(i) (ji) (ii) レノ レノ(iV) (～,) (vi)
ン 5 - 1 2 1
ンデス 9 1
ナイ 71 40 21 14 7 2 5 3 3 3 2 3







韓国高年層におけるンの使用は､その19例すべてが ｢分カル (話者4M (11例ト 6W ･














忘で 4M 6W 2M lM 3W 5P 7P 8P申 若 中 若 中 若 中 若
ワカル ナイ 10(4)2(1)10(1)12(5)7(1)14(4)10(3) 4 2 3(2)
ン 1(6)4(3) 1(1) 1 2
ヤル ナイ 1 5(1)
ン 2











































































例が見られる (例 (35)および§4.2の例 (17)(18))20)0
(35)6W:この作るものと (折り紙の時間)､歌､ce(あの)､ileの勉強 (日本語の時間)
と､合ワナイデ､時間が合ワナイデ [はい]､⇒合ワナクテ









































































(f)韓国語の分析的統語構造と一致する ｢動詞 ･形容詞+コ トナイ｣の使用をはじめ､































体的否定 (propositionalnegation)の区分 (工藤1992)と同様な区分であろう (工藤 (1992)では､前


























































話者否定形 男性 女性 計lM 2M 3M 4M 5M 6M lF 2F 3F 4F 5F 6F 7F
分カラン 2 1 2 1 7 13
分力ランデス 1 2 3 6
粕ラン 2 2
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